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急性腹症は, 日常診療の現場で遭遇する頻度の
高い疾患群で, その原因疾患は複雑多岐に渡る�)｡
虫垂炎や胆嚢炎などの消化器疾患が主体だが, 泌
尿生殖器疾患や婦人科疾患なども含まれ ), 限ら
れた時間内で原因疾患を同定し, 治療方針を決定

する事は容易では無い｡ 我々は, 第!三半期 (妊
娠��週) の初産婦に発症した虫垂炎の一例を経験
したが, その診断と治療方針決定は容易では無
かった｡ 本症例につき, 文献的考察とともに治療
の概要を報告する｡
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患者： "歳, 女性
主訴：心窩部痛, 右下腹部痛
既往歴：妊娠#週で子宮筋腫を合併していると診
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症例は "歳の女性｡ 持続する下腹部痛を主訴に当院救急外来を受診した｡ 各種検査にて
急性虫垂炎が鑑別診断に挙がったが, 受診時妊娠��週であり, 67検査を施行しにくい状
況であった｡ 89:で検索を行う事にしたが, 確定診断に至らなかった｡ 最終的に, 腹膜
炎症状が流早産のリスクとなる事を重視して手術を選択した｡ 右傍腹直筋切開にて開腹す
ると, 巨大な子宮の右壁に膿苔を伴った発赤した虫垂が癒着しており, 汚染腹水も伴って
いた｡ 虫垂を切除し, 腹腔内洗浄の後;<=>?を留置しないで閉創した｡ 術後は大きな問
題無く経過し, 術後@週間で退院した｡ そしてその半年後に無事第一子を出産した｡ 本症
例は子宮筋腫合併妊娠に急性虫垂炎を合併した極めて特異なケースであり, その診断と治
療方針の決定に苦慮したが, 当該科が横断的に関わる事により, 安全に患者管理ができ,
良好な経過をとった｡
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